令和４年度の調査研究活動の報告
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自動的に生成された説明]「調査研究活動」は静教研三大事業の一つで、定着度調査や各種コンクール、発表会など、児童・生徒を対象とした事業です。新型コロナウイルス感染症に配慮しながら、今年度も従来通りに下表の８つを実施しました。このうち、静教研の独自開催は「小学校国語・算数定着度調査」「県席書コンクール」「県書き初めコンクール」の３つで、他は、中部や東海、全国といった広域のコンクールや発表会につながっていて、その主催団体から審査や共催等の依頼を受けて実施しました。
調査研究活動には毎年多くの児童・生徒が参加し、個々の能力や可能性を高める機会として各校の教育課程に位置づけられ定着しています。コンクール等に参加するのは児童・生徒ですが、教師の研修として位置づけて実施していることに、本会の「調査研究活動」県統計グラフコンクール表彰式
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自動的に生成された説明]の特徴と意味があります。調査問題の作成や結果の分析等を通して指導の見直しを図ったり、児童・生徒へ作品づくりや発表の過程における指導を充実させたり、審査を通して実践的な指導力を高めたりといった、教師の力量形成の場となっています。
　本会の会員ではない浜松市立小・中学校や特別支援学校、私立小中学校は静教研に負担金等を納めて、調査研究活動に参加できるようにしています。今年度、浜松市144校全校、特別支援学校7校、私学8校が、所定の手続きを取って参加しました。小学校定着度調査監修会議


令和４年度の実施概要
	担当研究部
	調査研究活動名
	実施概要

	国語・算数
	小学校国語・算数定着度調査
	9/1実施要項配布、1/11調査実施（基準日）

	書 　 写
	席書コンクール
	12月に県(地区)審査、年末から県教育会館に展示

	
	書き初めコンクール
	1月に県（地区）審査、2月に県教育会館に展示

	

技術・家庭
	
県中学生創造ものづくり
教育フェア
	4部門に分かれて実施
・木工チャレンジコンテスト（8/19・浜松：湖東中）
・おべんとうコンクール（11/4・静岡：東中）
・アイディアバッグ（11/7・静岡大学教育学部）
・ロボットコンテスト（11/11・裾野：富岡中）

	英　　 語
	県中学生英語弁論大会
	9/30県大会（県男女共同参画センター「あざれあ」）

	学校図書館
	県読書感想文コンクール
	9月地区審査、10月県予備審査、11月県審査

	
	県読書感想画コンクール
	12月地区審査、1月県審査

	事 務 局
	県統計グラフコンクール
	地区審査を経て9/14県審査、11/29県表彰式



◆次の５つは共催ではなく、静教研が主催団体より審査を委託されている事業です。
　　・理科教育研究部 … ①県学生科学賞、②山崎賞、③鈴木賞
　　・美術教育研究部 … ①夏の読書感想画コンクール、②どうぶつの絵コンクール
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